
全国高圧ガス容器検査協会青年部会 海外研修報告書 
渡航国：インド（ムンバイ） 
期 間：２０２０年２月１９日～２２日 
参加者：山田拓也、長岡伸剛、白石潔、荒畑誠 
内 容：ＳＯＵＴＨ ＡＳＩＡ ＬＰＧ ＥＸＰＯ ２０２０への参加 

  
      日本国内からの参加者              展示会場の様子 

  
        展示ブース                 展示会場の様子 
 

  
       ガス器具展示ブース           日本メーカーの初出展ブース 



 
 

  
     セミナー内容（インドの現状）        セミナー内容（インドの現状） 
 

  
セミナー内容（インドの現状）        セミナー内容（保安意識啓発） 

 

  
セミナー内容（バイオガス）         パネルディスカッション 

 
 



 
 

    
      会場でのランチ        セミナー終了後のボリウッドナイト 
 

    
      ＬＰＧ容器の配送            ＬＰＧ容器の配送 
 

    
          ＣＮＧステーション           店舗でのＬＰＧ使用 
 



 
 

    
    屋台でのＬＰＧコンロ           ムンバイの街中の風景 
 

  
    ムンバイの電車はドアは無い           貧困地区の子供達と 
 

  
   草クリケット（クリケットが盛ん）          ムンバイの寺院にて 
 



 
 

海外研修を終えて ムンバイの現状と今後の展望 
 

ムンバイは冬の時期であったが昼間は半袖の服装でちょうど良いくらいの気候でしたが、大気汚染の影

響で日によっては空はかすんで見え街中は埃っぽく感じました。また道路は所々が地下鉄などの工事で規

制されており、日本製や韓国製、インド製の車が多く走っていますが車線を守ることは無い状況。３車線

の道路を４・５車線のごとく車が疾走し、加えてしてオート力車というトゥクトゥクのような３輪車も同

じように走るので時間帯によって大渋滞が起きます。しかしながらキャッシュレス化は進んでおり、オー

ト力車もキャッシュレスで利用できＵｂｅｒも多いです。駐在されている日本人の方に話を伺うとほぼ現

金を使うことなく生活が出来るとのこと。 
一方、ＬＰガスは年々普及しており都市部の生活には欠かせない燃料となっているようですが“保安”

については他の東南アジア諸国と同様に意識と知識が低いと感じました。今後も経済の発展に伴ってＬＰ

ガスの普及率は間違いなく高まるであろうことは推測できますが、日本のような高い保安意識を求めるこ

と、また日本と同様のビジネスモデルを当てはめることは現状必ずしも適しているとは思えません。仮に

日本国内の容器再検査事業者が容器再検査事業をインドで始めるとしても、今のところ当然ながらインド

のルールに従った上で日本の高い保安意識と知識を付加価値として受け入れてもらえるような工夫が必

要かもしれませんし、容器再検査事業のみに限らず広い視野で現地に適したビジネスモデルを構築する必

要があるように感じます。 
今回、約１３億人の人口を持つインドの経済の中心であるムンバイを訪問しましたが、経済が発展して

きているとはいえ、まだまだ生活水準は低いと感じました。一般的なサラリーマンでも月収約５０，００

０円程。日本の中小企業の一般的な月収２０～３０万円をもらえるのはインドでは企業の社長クラスとの

こと。また法律としてのカースト制度は無くなっていますが未だに慣習や感情として根深く残っているら

しく、これが無くなるには相応の年月がかかるのではないでしょうか。しかし暮らしが良くなっていると

いう実感や期待感が国民にあるためか、道端で草クリケットをしている青年たちや貧困地区の空き地の公

園で遊ぶ子供たちの目は輝いており、私たちに屈託なく微笑み話しかけてきました。彼ら彼女らの活気や

元気を垣間見て、この子供たちが社会の第一線で活躍する頃にはインドがどれだけの発展をしているのか

楽しみになりました。 
最後に今回、新型コロナウィルスが拡大する中にありながらも断行させていただいた海外研修に対しま

して、ご協力とご理解をいただいた皆様に感謝申し上げますと共にこの貴重な経験を業界の更なる発展へ

と活かすよう精進して参ります。 
 

全国高圧ガス容器検査協会青年部会 
部会長 山田 拓也 


